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Peter Bains 氏の代表執行役 Chief Operating Officer(COO)着任と 

次期 Chief Executive Officer(CEO)候補に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、Peter Bains氏（以下「ピーター・ベインズ氏」）を本年 4月 1 日

付で代表執行役 Chief Operating Officer（以下「COO」）に選定することを決議しましたので、お知らせい

たします。COO 就任に伴い、ピーター・ベインズ氏は当社における業務執行全般の責任を担い、当社代表執

行役社長 CEO である田村眞一にレポートすることになります。ピーター・ベインズ氏は本年 6 月に開催予定

の定時株主総会後の取締役会での承認を経て、代表執行役社長 CEO （Chief Executive Officer）に就任す

る予定です。同時に、当社創立者であり代表執行役社長 CEO の田村眞一は、代表執行役取締役会会長に就任

する予定です。 

 

1. 異動の理由 

経営基盤の強化と企業価値の向上を目指し、経営体制の一層の強化・充実を図るため 

 

2. 新代表執行役の氏名並びに役職 

（新任）氏名：Peter Bains（ピーター・ベインズ） 

新・役職名：代表執行役 Chief Operating Officer(COO) 

 

3. 新任代表執行役の略歴 

生年月日 略歴 所有株式数（株） 

1957年 7月 26日 

1996年 3月 Smithkline Beecham plc.（現 Glaxo Smithkline) ジェネラ

ルマネジャー 

2001年 1月 GlaxoSmithkline plc. シニアヴァイスプレジデント、イン

ターナショナルコマーシャルディベロップメント 

2009年 6月 Peter Bains Consulting Limited. ダイレクター(現任) 

2010年 1月 Syngene International Limited ノンエグゼクティブ・ 

ボード・ダイレクター（現任） 

2010年 6月当社取締役（現任） 

2015年 2月 Heptares Therapeutics Ltd.ダイレクター（現任） 
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2015年 2月 Syngene International Limitedエグゼクティブ・ダイレク

ターCEO（現任） 

 

4. 就任予定日 

2016年 4月 1日 

 

ピーター・ベインズ氏は 1957 年に生まれ、30 年近く製薬業界において総合的な事業戦略や企業経営に世

界規模で関わって参りました。ピーター・ベインズ氏は 23 年間グラクソ・スミスクライン社に勤務し、そ

の間、中国のジェネラル・マネージャー、インターナショナル・ビジネス・ディベロップメント ヴァイスプ

レジデント、グローバル・マーケティング部門長、インターナショナル・コマーシャル・ディベロップメン

ト シニア ヴァイスプレジデントをはじめとする多様な高位役職を担って参りました。2009 年からは、開発

に基づいた中小規模のライフサイエンス企業に対して、コンサルタントとして戦略的成長にむけたサポート

を提供して参りました。近年は当社の社外取締役、アジア大手のバイオ医薬品企業である Biocon社の子会社

である Syngene 社 CEO の職に就いています。 

 

当社田村眞一は次のように述べています。「次の成長段階を迎えるそーせいグループの後継者として、皆様

にピーター・ベインズ氏をご紹介できることを非常に喜ばしく思っております。ピーター・ベインズ氏は当

社の社外取締役の役割を過去 5 年間担い、世界的なバイオ医薬品企業を目指す当社の戦略を具現化するため

に、私や当社取締役と密接に関わって参りました。ピーター・ベインズ氏は当社の経営並びに事業活動に対

する深い見識を持っているので、これから当社が躍動的で有望な将来像を創造していく中で、経営に関する

リーダーシップと企業能力の強化を果たすべく、バイオ医薬品領域における彼のさらなる実績構築に期待を

寄せています。」 

 

ピーター・ベインズ氏は次のように付け加えています。「今回の COO 就任を私自身誇りに思うと同時に、当

社における新たな役割を担うことに期待を高めています。そして、田村眞一氏、当社取締役のメンバー両者

の信頼とサポートに感謝を申し上げたいと思います。そーせいグループはその歴史において、事業領域並び

に事業規模の拡大に努めており、真に世界的なバイオ医薬品企業へと進化するためのダイナミックな節目を

迎えています。世界的なバイオ医薬品企業の実現にむけた急成長期に当社に関われることは、COO としての

醍醐味であると感じています。」 

 

 

＜ご参考＞

 
そーせいグループ株式会社について  

そーせいグループはグローバルに医薬品開発に取り組む日本発バイオ医薬品企業です。 

当社はアルツハイマー病、統合失調症、がん免疫、偏頭痛、依存症、代謝疾患等の画期的なバイオ医薬品

の創出を目指しています。革新的な GPCR 構造ベース創薬技術を用いて、First/Best-in-class の可能性を

有する開発品でパイプラインを構築しております。 

また、開発および販売提携を通じて、既に 2 つの気管支拡張剤（COPD 治療薬の単剤と配合剤）を患者さ

んに届けております。これらの製品よりもたらされる安定的な収益をもとに、更なる成長を目指します。当

社グループはこれまでに Novartis 社、AstraZeneca 社、MedImmune 社、MorphoSys 社、Teva 社、Pfizer 社



ご注意:この文書は、当社の新株式発行及び自己株式の処分並びに株式売出しに関して一般に公表するための記者発表文であり、投資勧誘を目的として作成

されたものではありません。投資を行う際は、必ず当社が作成する新株式発行及び自己株式処分並びに株式売出届出目論見書及び訂正事項分（作

成された場合）をご覧いただいた上で、投資家ご自身の判断でなさるようお願いいたします。 
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等と提携しており、これからも我々のプロダクトを世界中の患者さんに届けるために支援していただける、

新たなパートナーを積極的に探求してまいります。 

そーせいグループに関する詳細な情報は、www.sosei.comをご覧下さい｡ 

 


